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書評

橋爪大三郎(車京工業大学)

深化と発展を続け、見ようによっては拡散と混

乱を深めているとさえ言える、わが国の社会学の

最先端を伽放したければ、本書を読むとよいだろ

う。それぞれの方法や立場にもとづいた根本的な

問いかけと、それへの真剣な取り組みを目撃する

ことができる。その取り組みは、同時代の世界と

同調しており、同時代の世界に先駆けている部分

さえあると思われる。

本書は./i'理論と方法』の前後3回にわたる特集、

r<社会>への新たな知」匂7号、2∞o年6月)、
「社会学と数理的視座J匂8号、 20∞年10月)、

「実証の姿J(29号、 2∞1年3月)を、 2冊に再

編集したもの。 21本の論文のうちから、いくつか

を抜き出し、加筆修正を求め、書き下ろしの論文

数編を加えたという。

全体の基調をなすのは、盛山和夫「構想として

の探求理論社会学の再生J(上巻第1章)である。

盛山は、機能主義の退潮を.((機能主義が社会的世

界についての自然科学的理論を構築しようとして

それに失敗したから))(上コ5)だとし、((社会学

の知識を構成する諸概念が対象世界である社会的

世界に生きる人々の生きられた諸概念から究極的

には独立ではない))(上:18)ことに注意をうなが

す。この意味で《社会学には自然科学と異なる再

帰性という問題がある》。そこで、社会学が《普遍

的に価値ある知識をめざすれこは、((純粋に経験科

学であろうとすることを放棄し、望ましい社会的

世界を見求する規範的な社会構想、の学であると再

定義する))(上:29)べきだと、盛山は結論する。

盛山か胃帰性ということばで言おうとしたのと

ほぼ同じことを、佐藤俊樹「閉じえぬ言及の環意

味と社会システムJ(上巻第5章)も指摘する。佐

藤は、ルーマンのシステム論が、《単位行為の組み

合わせとしての相互行為 interaction))から社会シ

ステムが構成されると考えるパーソンズの社会シ

ステム論からいわば「言語音論的転回Jをとげて、
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みずからを生成する相互作用システムに焦点をあ

てたものになっていることを、強調する。何がシ

ステムの要素であるかは、システムが決めるが、

何がシステムであるかは、システムの要素によっ

て決まる。システムの要素がつぎつぎに接続して

いくという境界条件が、システムの構造をもたら

している。

大津真幸 r<社会性>の起源、・序個と社会」
(上巻第4章)も、よく似たロジックを追尾して

いる。大津によれば、チンパンジーやボノポの群

れは、互いのコミュニケーション、すなわち、問

身体的な連鎖ともよぶべきものを構成しはする。

しかし、そこから((7詮に人聞に固有な<社会性

>が構成されるためには、第三者の審級が、間身

体的な連鎖から離陸し、固有の持続的な実体とし

て措定されなくてはならない))(上:97)のに、そ

れが果たされないという。社会を構成する((原的

な否定性))(近親相姦の禁止のように(システムの

境界に位置している)は、行為を可能にし、行為

がEいに後続する条件を与えているのである。

社会が再帰的で自己生成的な性質をそなえてお

り、社会学の理論や実証師汗究はそのことを踏ま

えて行なわれるべきである一一本書ではこのこと

が、多くの論者の共通了解になっている。これは

本書に限らず、 21世紀初頭の時点における多く

の国々の社会学者の、共通了解でもあろう。

経済学やそのほかの社会科学のなかで、社会学

だけが特に強くこうした再帰性を意識しているよ

うに思われる。それは、 (U970年代半ばからの脱

物理学モデルイゆ(佐藤 上:101)の直接の結果

かもしれない。いずれにせよ、この結果、社会学

の理論を構成することは、きわめて困難な作業に

なる。

理論が、物理学の場合に典型的なように、一定

の前提から論理演縛的に導出される一連の命題

(形式的なシステム)のことだと考えるならば、

こうした再帰性を理論に盛り込むことは困難であ

る。そして、社会が再帰的な性質をもっていれば、

その再帰性は、社会学(社会について言及し説明

することを試みる理論、ないし言説)のなかにも

反映せざるをえない。それを反映させっつ、社会

学の構えを維持しようとすると、その可能性はつ

ぎのいく通りかになるだろう。

第一は、社会は再帰的であり自己生成的である

と主張する「理論」をたてること。この主張は、

形而上学的な断定にとどまると思われる。なぜな

らば、この主張は、社会は再帰的でも自己生成的

でもない(社会は通常の意味での経験的な対象で

ある)とする主張と、対抗関係におかれるわけだ

が、みずからの主張を論理演緯的な理論(形式的

なシステム)に表現することができず、したがっ

て‘みずからの主張が現実に妥当すると示すこと

ができないからである。ルーマンのいう社会シス

テムは、こうした形而上学のマジックワードでは

ないだろうか。

第二は、社会についての理論をたてることは不

可能であると断念し、そのかわりに、再帰的・自

己生成的に社会に関わる実践としての社会学に従

事すること。たとえば、坂本佳鶴恵「差異の政治

ポストモダン・フェミニズムの認識地平と戦略そ

して可能性」によると、《ポストモダン・フェミニ

ズムは、女/男というカテゴリーを疑いなく使用

することに批判の目を向ける))(下:191)。女/男

の性別は、そのほかのカテゴリーと同じく、権力

関係を含んでいる。その政治的効果を打ち消すた

め、パロディ戦略を取る。また、赤川学「言説の

歴史を書く 言説の歴史社会学の作法」の整理に

よると、 4はす話的構築主義では、インタヴューとい

う場において語り手(インフォーマント)だけで

なく、聞き手(分析者)もまた語りと現実の構築

に関与することが強調される))(下:130)。このよ

うな社会学は、もはや政治、運動にほかならず、

それ以外の言論や実践と同列に置かれることにな

って、みずからが語ることの「正しさJを保証で

きない。
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いずれにしても，大部分の社会学者が，社会学

のあるべき姿と認めうるものとは臨曜がある。

赤川は、言説分析が「科学Jである条件に、注

意を払っている。《言説の歴史社会学にあっては、

人間の活動の痕跡としての言表や言説が、それを

語った(とみなされる)当事者が不在という条件

下で、分析者の眼前に残される…。分析者が言説

そのものの構築(生産)に直接に関わることはな

い))(下:131)。

このように考えてくると、数理社会学の「理論

と方法」が、どのように社会学のあるべき姿を与

えるのか、真剣に考慮しなければならなくなる。

数学は、まぎれもない形式システムである。それ

が、モデルの役割を果たすならば、それはせいせ.

い社会の「部分Jを表現できるにすぎない。たと

えば、社会的文脈から切り離された、功利的な主

体による個人主義的な行動の分析モデルや、ゲー

ム理論のような特殊なモデルや、データの統計処

理など。それに対して、理論の中核的な部分を数

理モデルによって表現することは、きわめて困難

であり、実はまだほとんど成功していないという

ことがわかる。一

数理社会学会が、<社会>の知をめぐる「理論

と方法」について、このように意欲的な特集を組

んだことに敬意を表する。それと同時に、本書の

論者のさまざまな立場や、彼らが紹介する社会学

の最先端の議論が、ひとつの可能性と限界をみせ

ていることに、社会学の現状がまったく表現され

ていることもまた確かなのである。
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J、雫雲F言完Fリ主題，

定謂

瀬
尾
育
生
『
戦
争
詩
論
1
9

1
0
1
1
9
4
5』
(
平
凡

社
)
。
戦
時
下
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム

や
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
の
一
流
の

詩
人
た
ち
が
進
ん
で
戦
意
昂
揚

詩
を
量
産
し
た
。
蓋
を
さ
れ
た

過
去
の
、
詩
の
質
を
問
題
と
す

る
ス
リ
リ
ン
グ
な
考
察
。
藤
田

嗣
治
が
描
い
た
戦
争
画
と
、
戦

争
詩
を
対
比
す
る
視
点
が
興
味

深
い
。市
野
川
嚢
d

『社会』

(岩

波
書
官
)
。
小
泉
政
権
誕
生
の

乙
ろ
を
境
に
し
て
、
人
び
と
の

頭
か
ら
す
っ
ぽ
り
抜
甘
落
ち
て

し
ま
っ
た
「
社
会
」
と
い
う
言

葉
を
、
そ
の
来
歴
に
さ
か
の
ぼ

っ
て
再
発
見
し
、
擁
護
し
よ
う

と
す
る
試
み
。
や
わ
ら
か
で
暖

一か
い
読
後
感
を
残
す
。

斎
藤
環
『
生
き
延
び
る
た
め

の
ラ
カ
ン
』

(
パ
ジ
リ
コ
)。

難
解
の
極
み
・
ラ
カ
ン
の
学
説

が
、
サ
イ
ト
l
先
生
の
手
に
か

一か
る
と
乙
乙
ま
で
わ
か
り
や
す

一
く
な
っ
た
o
A日
本
一
わ
か
り

一
や
す
い
ラ
カ
ン
入
門
V
の
宣
言

一ど
お
り
、
豊
富
な
実
例
を
も
と

に
、
悩
み
多
い
十
代
の
高
校
生

・
大
学
生
が
、
自
分
の
頭
で
考

く金曜日〉官2 月 15日2006年〔平成 18年〕
【第三種郵便物認可】

橋
爪

ぇ
、
応
用
で
き
る
精
神
分
析
の

解
説
書
に
な
っ
て
い
る
。
(
は

し
づ
め
・
だ
い
さ
ぶ
ろ
う
氏
H

東
京
工
業
大
学
教
授
・
社
会
学

専
攻
)

大

郎

ク
ロ
ー
ド
・
レ
ヴ
ィ
H

ス
ト
ロ
ー
ス
著

構
造
主
義
を
唱
え
て
、
世
界
に
大
き
な

衝
撃
を
与
え
た
レ
ゲ
イ
H

ス
ト
ロ
ー
ス。

そ
の
主
著
『
神
話
論
理
』
の
第
一
巻
『
生

の
も
の
と
火
を
通
し
た
も
の
』
が
出
版
さ

れ
た
。
待
望
の
翻
訳
だ
。

南
米
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
・
ボ
ロ
ロ
族
や
ジ

ェ
族
の
神
話
を
中
心
に
、
二
百
近
く
を
取

り
上
げ
る
。
こ
れ
を
扱
う
レ
守
ィ
H

ス
ト

ロ
ー
ス
の
方
法
が
独
創
的
だ
。
似
た
よ
う

， "'-~' .・~ "'I~)\~" -JI.
3・m姐.. 

生のものと火を過したもの

(
早
水
洋
太
郎
訳
、
み
す
ず
書
房
・

八、

0
0
0円
)

V
著
者
は
閃
年
ベ
ル
ギ
ー
生
ま
れ
。

文
化
八
類
学
者
。
著
書
に
『
悲
し
き

熱
帯
』
『
野
生
の
思
考
』
な
ど
。

.T-rft~ 

で
い
て
違
っ
て
い
る
神
話
同
士
を
、
要
素

の
い
く
つ
か
が
入
れ
替
わ
っ
た
だ
げ
の
、

音
楽
の
変
奏
曲
の
よ
う
な
も
の
だ
と
み
な

す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
変
奏
曲
の
全
体
の

背
後
に
、
無
文
字
社
会
の
人
び
と
の
無
意

識
の
思
考
の
秩
序
(
構
造
)
が
隠
さ
れ
て

い
る
と
考
え
る
。
レ
ヴ
ィ
リ
ス
ト
ロ
ー
ス

以
前
に
、
こ
ん
な
ふ
う
に
神
話
を
扱
}
え
る

と
思
っ
た
人
類
学
者
は
い
な
か
っ
た
。
革

命
的
な
学
問
の
誕
生
で
あ
る
。

一
見
し
て
支
離
滅
裂
な
物
語
の
背
後

に
、
隠
れ
た
秩
序
を
見
つ
け
よ
う
と
す
る

点
で
、
こ
の
研
究
は
フ
ロ
イ
ト
の
精
神
分

ー
析
に
似
て
い
る
。
違
う
の
は
、
フ
ロ
イ
ト

が
エ
デ
ィ
プ
ス
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の
よ

う
な
具
体
的
欲
望
を
想
定
し
て
夢
を
解
釈

す
る
の
に
対
し
て
、
レ
ゲ
ィ

u
ス
ト
ロ
ー

ス
は
神
話
の
背
後
に
何
も
想
定
し
な
い
点

だ。
神
話
は
音
楽
に
似
て
い
る
、
と
レ
ヴ
ィ

H
ス
ト
ロ
ー
ス
は
言
う
。
神
話
は
、
宇
宙

神話に隠れた思考秩序たどる
や
人
類
の
起
源
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
物

語
か
ら
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
比
例
式

の
よ
う
な
関
係
で
結
ば
れ
、
始
め
も
終
り

も
な
い
円
環
に
な
っ
て
い
る
。
音
楽
は
時

間
の
な
か
で
聴
き
取
る
し
か
な
い
が
、
時

聞
を
超
え
た
構
造
を
本
質
と
す
る
。
神
話

も
同
じ
で
あ
る
と
い
う
。

『
生
の
も
の
と
火
を
通
し
た
も
の
』
は
、

ボ
ロ
ロ
族
の
「
鳥
の
巣
あ
さ
り
の
神
話
」
か

ら
始
ま
り
、
そ
の
変
奏
、
そ
の
ま
た
変
奏

:
:
:
と
続
い
て
元
に
戻
る
。
ど
の
神
話
か

ら
始
め
て
も
同
じ
こ
と
だ
っ
た
、
と
レ
ヴ

イ
H
ス
ト
ロ
ー
ス
は
言
う
。
大
事
な
の
は
、

そ
の
地
域
の
神
話
を
ひ
と
つ
残
ら
ず
取
り

上
げ
、

全
体
が
数
学
の
変
換
群
の
よ
う
に

結
ぼ
れ
て
い
る
の
を
証
明
す
る
こ
と
だ
。

そ
も
そ
も
知
り
え
な
い
は
ず
の
こ
と
を

語
る
神
話
の
試
み
は
、
語
る
た
び
に
ゆ
ら

ぎ
、
変
奏
を
う
み
だ
す
。
そ
の
秩
序
は
、

宇
宙
と
自
然
に
固
ま
れ
て
文
化
を
営
む
人

間
の
、
思
考
の
規
則
を
反
映
し
て
い
る
は

ず
。
す
な
わ
ち
、
神
話
学
は
、
人
聞
が
人

間
で
あ
る
た
め
の
永
遠
の
条
件
を
解
明
す

る
糾
学
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
だ
。

東
京
工
業
大
学
教
授

大

良区

キ喬
爪
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新
し
い
中
日
関
係
に
向
け
て

(
文
春
文
庫
・

5
5
0円
)

「
反
日
」
を
捨
て
る
日

(
講
談
社

+α
新
書
・

9
1
9円
)

寺
西
俊
一
[
監
修
]
環
境
共
同
体
と
し
て
の
日
中
韓

東
ア
ジ
ア
環
境
情
報
発
伝
所
[
編
]

(
集
英
社
新
書
・

7
3
5円
)

橋市天三郎さん(社会学者)の
日曜日」

ポケットから

~oo6-3ベ②
実斤Eヨ

Ig006年(平成1昨 )2月26日

喜三月

馬
立
誠
さ
ん
は
、
勇
気
あ
る
人
物
だ
。

人
民
日
報
の
著
名
な
記
者
だ
っ
た
二

O
O二

年
当
時
の
論
文
「
対
日
関
係
の
新
思
考
」
は
、

す
ぐ
に
翻
訳
が
「
文
芸
春
秋
」
「
中
央
公
論
」

に
掲
載
さ
れ
、
大
き
な
反
響
を
よ
ん
だ
。
だ
が

中
国
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

「
民
族
の
裏

切
り
者
」
な
ど
と
非
難
が
集
中
、
袋
叩
き
に
な

っ
た
。
そ
れ
で
も
へ
こ
た
れ
ず
、
ま
と
め
た
の

が
本
書
『
謝
罪
を
越
え
て
』
で
あ
る
。

た
び
重
な
る
反
日
デ
モ
な
ど
、

A

「
愛
国
」

を
振
り
か
ざ
す
非
理
性
的
な
妄
動
V

が
続
発
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
A

無
責
任
な
行
為
は
中
国

の
基
本
的
利
益
を
損
ね
て
い
る
v
と
、
馬
さ
ん

馬
立
誠

[著]
謝
罪
を
越
え
て

清
水
美
和
[
著
]
中
国
が

は
憂
慮
す
る
。
国
際
舞
台
に
登
場
し
た
中
国
は

A

理
性
大
圏
、
責
任
大
国
、
バ
ラ
ン
ス
大
国
に

な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
v
。
対
日
外
交
も
、

A

七

二
年
か
ら
O
一
年
に
か
け
て
・
・
二
十

一
回
も
謝

罪
し
て
い
る
V

の
だ
か
ら
、
こ
れ
以
上
歴
史
問

な
い
。
い
ま
の
日
中
関
係
は
む
ず
か
し
い
。

清
水
美
和
さ
ん
の
『
中
国
が
「
反
日
」
を
捨

て
る
日
』
は
、
軽
い
タ
イ
ト
ル
に
似
合
わ
ず
、

し
っ
か
り
と
中
国
の
指
導
部
や
民
心
の
動
向
を

見
極
め
た
本
格
的
な
レ
ポ
ー
ト
だ
。

あ
あ
こ
こ
で
も
す
れ
違
い
、

題
に
こ
だ
わ
る
の
は
や
め
る
べ
き
だ
。

A

中
国

の
:
・
現
実
的
な
道
は
た
だ
一
つ
:
・米
国
と
緊
密

な
関
係
を
維
持
し
:
・
同
時
に
、
日
本
と
の
関
係

を
改
善
:
・
す
る
こ
と
で
あ
る
。
V

ま
こ
と
に
正
論
で
あ
る
。
で
も
こ
れ
が
通
ら

カ
ジ
ュ
ア
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Eヨ実用

『
仮
面
の
告
白
』
『
金
閣
寺
』
『
豊
鏡
の
海
』
な

ど
を
つ
ぎ
つ
ぎ
発
表
し
た
小
説
家
・
三
島
由
紀

夫
。
ス
タ
ー
と
し
て
華
や
か
な
一
時
代
を
築

き
、
一
九
七

O
年
に
市
ヶ
谷
で
不
可
解
な
自
死

を
と
げ
て
し
ま
っ
た
o
A
生
き
て
い
る
聞
の
三
島

由
紀
夫
か
嫌
い
だ
っ
た
V

と
語
る
作
家
の
橋
本

治
さ
ん
が
、
『
「
一
二
島
由
紀
夫
」
と
は
な
に
も

の
だ
っ
た
の
か
』
で
そ
の
謎
に
挑
む
。

文
体
こ
そ
柔
ら
か
だ
が
、
正
確
・
厳
密
で
、

遠
慮
が
な
い
。
マ
ッ
チ
ョ
な
外
見
の
三
島
由
紀

夫
の
内
側
に
踏
み
込
ん
で
い
く
。
赤
裸
に
な
っ

た
三
島
は
貧
相
で
、
橋
本
さ
ん
の
ほ
う
が
よ
っ

ぽ
ど
雄
々
し
く
見
え
る
。

「
三
島
由
紀
夫
」

，刀

②
加
藤
典
洋
[
著
]
敗
戦
後
論

③
竹
内
洋
[
著
]
丸
山
長
男
の
時
代

ー
ナ
リ
ズ
ム

橋
本
さ
ん
に
よ
る
と
、
三
島
は
同
性
愛
者
だ

が
、
本
質
は
そ
こ
に
な
い
。
根
底
に
あ
る
の
は

A

「
自
分
を
愛
そ
う
と
す
る
者
に
死
を
命
じ
た

い
」
と
い
う
欲
望
:
・
す
な
わ
ち
、
「
自
分
の
恋
の

不
可
能
」
に
対
す
る
欲
望
V

だ
。
ひ
ね
く
れ
て

①
橋
本
治
[
著
]

な
の
か

反
日
デ
モ
は
、
政
府
が
仕
組
ん
だ
の
で
も
、

政
府
へ
の
民
衆
の
不
満
の
は
け
口
で
も
な
い
。

指
導
部
の
内
部
対
立
が
背
景
で
あ
る
。

O
二

年
、
胡
錦
涛
総
書
記
は
、
対
日
柔
軟
路
線
へ
転

換
を
図
っ
た
。
「
対
日
関
係
の
新
思
考
」
論
文

も
、
そ
の
サ
イ
ン
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
で

も
日
本
側
は
、
動
か
な
か
っ
た
。
そ
こ
へ
、
政

権
内
の
失
地
回
復
を
ね
ら
う
江
沢
民
ら
強
硬
派

が
巻
き
返
し
を
か
け
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

過
激
な
対
日
批
判
を
書
き
込
む
、
若
い
世
代
の

A

大
衆
的
民
族
主
義
V

が
、
追
い
風
に
な
っ

た
。
選
挙
で
民
意
の
洗
礼
を
受
け
な
い
中
国
で

は
A

共
産
党
政
権
の
基
盤
が
脆
弱
な
だ
げ
、
大

衆
的
民
族
主
義
に
迎
合
す
る
傾
向
が
強
ま
り
、

現
実
的
な
外
交
を
目
指
す
協
調
派
は
窮
地
に
追

い
込
ま
れ
て
い
る
v
。
そ
ん
な
危
険
な
流
れ
を

丁
寧
な
取
材
で
裏
付
け
て
い
く
。

『
環
境
共
同
体
と
し
て
の
日
中
韓
』
は
、
環

境
問
題
な
ら
東
ア
ジ
ア
の
協
力
関
係
が
築
け
る

の
で
は
、
と
い
う
提
案
だ
。
で
も
日
本
側
が
環

境
問
題
に
期
待
を
か
け
て
も
、
中
国
で
は
エ
ネ

ル
ギ
ー
や
経
済
分
野
の
協
力
を
望
む
声
が
圧
倒

的
、
と
い
う
デ
ー
タ
を
最
近
目
に
し
た
。
あ
あ

こ
こ
で
も
す
れ
違
い
、
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

と
は
な
に
も
の
だ
っ
た
の

(
新
潮
文
庫
・

6
6
0円〉

(
ち
く
ま
文
庫
・

9
9
8円
)

大
学
・
知
識
人
・
ジ
ャ

(中
公
新
書

・
9
0
3円
)

自
分
の
正
し
さ
に
陶
酔
す
る
v
。

と
ん
な
構
造
を
も
っ
三
島
の
作
品
は
ぷ
幻
想

小
説
と
他
し
た
・
・
・
私
小
説
V

な
の
だ
。
三
島
が
戦

後
日
本
を
憎
み
、
観
念
的
な
美
の
世
界
に
閉
じ

こ
も
っ
た
の
も
、
戦
後
が
A

ろ
く
な
始
ま
り
方
の

戦
後
と
は
、

ど
ん
な
時
代
だ
っ
た
の
か

い
る
。
高
い
塔
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
王
7
T
U
三

島
は
A

「
救
わ
れ
た
い
が
、
救
わ
れ
る
の
は
い

や」
V

と
い
う
矛
盾
し
た
感
情
を
も
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
救
い
手
が
死
ね
ば
い
い
と
思
い
、
A

「ほ

l
ら
、
や
っ
ぱ
り
だ
め
だ
っ
た
だ
ろ
う
」
と
、

カ
ジ
ュ
ア
ル
読
書

出
来
な
か
っ
た
時
代
V

だ
か
ら
o
A

二
十
世
紀
後

半
の
日
本
の
思
想
の
沈
滞
は
そ
こ
に
原
因
し
て

い
る
v
と
、
橋
本
さ
ん
は
診
断
す
る
。

加
藤
典
洋
『
敗
戦
後
論
』
も
、
戦
後
の
出
発
点

に
あ
る
ね
じ
れ
を
論
じ
話
題
と
な
っ
た
。

A

火

事
の
中
:
誰
か
が
自
分
の
上
に
覆
い
か
ぶ
さ
り

:
自
分
は
:
・生
き
て
い
た
。
そ
の
自
分
の
真
先

に
す
べ
き
こ
と
が
、
自
分
を
守
っ
て
死
ん
だ
そ

の
人
を
否
定
す
る
こ
と
で
あ
る
と
し
た
ら
・
・
・
。

戦
争
に
負
け
る
と
は
・
そ
う
い
う
「
ね
じ
れ
」

を
生
の
条
件
と
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
V

こ
う
し
て
戦
後
の
日
本
人
は
、
ジ
キ
ル
と
ハ

イ
ド
の
よ
う
な
人
格
分
裂
に
陥
っ
た
。
謝
罪
と

問
題
発
言
が
繰
り
返
さ
れ
る
背
景
だ
と
い
う
。

そ
こ
で
加
藤
氏
は
、
分
裂
を
克
服
す
る
た
め
に
、

A

日
本
の
三
百
万
の
死
者
を
悼
む
こ
と
を
先
に

置
い
て
、
そ
の
哀
悼
を
つ
う
じ
て
ア
ジ
ア
の
二

千
万
の
死
者
へ
の
哀
悼
:
・
に
い
た
る
道
は
可
能

か
V

を
課
題
に
す
る
。
ま
っ
と
う
な
議
論
だ
o

A

こ
の
案
内
人
に
な
ら
つ
い
て
い
っ
て
も
大
丈

夫
だ
V

と
す
る
文
庫
解
説
を
、
内
田
樹

Rか
寄
せ

て
い
る
。
竹
内
洋
『
丸
山
員
男
の
時
代
』
は
、
同
じ
く
戦

後
の
も
う
ひ
と
り
の
巨
人
を
紹
介
し
て
い
る
。


